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研究成果の概要： 
 ハイパースペクトルイメージング技術の農業利用に関して、航空ハイパースペクトル画像の

時空間解析技術に関して、空間自己相関関数により、実データとシミュレーション結果との構

成論的比較を行うことにより、理論の検証法を提案することが出来た。また、携帯型ハイパー

スペクトルイメージングシステムを低コストで実現し、各大学の附属農場においてその利用技

術開発を行った。茨城大学附属農場ではカバークロップおよび保全農法における経年実証ほ場

において，ハイパーカメラを用いた土壌資源評価法に関する試験を継続しその手法を確立した．

九州大学においては，ハイパーイメージングによる水田を中心とした景観イメージングを行う

ために開発したシステムの実証試験を継続実施し、その有効性を明らかにした．野菜中の硝酸

濃度の精密な空間分布パターンの測定技術を開発し、特許出願を行った。ハイパーイメージン

グによるイネ病状特徴の基礎的分析を行った．地域計画の食と農に関する地域連携プロジェク

トを継続推進するとともに、再生可能エネルギーの地域社会導入計画モデルを構築した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 15,600,000 4,680,000 20,280,000 

2006 年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

2007 年度 6,900,000 2,070,000 8,970,000 

2008 年度 6,900,000 2,070,000 8,970,000 

  年度    

総 計 36,700,000 11,010,000 47,710,000 

 
研究分野：農学 

科研費の分科・細目：農業工学・農業環境工学 

キーワード：農業機械、農業施設、農作業、耕地環境、ハイパースペクトルイメージング、画

像解析、リモートセンシング 
 
１．研究開始当初の背景 
１９５０年代以降に食糧生産の量的質的拡

大と農村の経済的地位向上という国家的大命

題の下に展開してきた、農業機械・施設・そ

の利用すなわち生物生産・加工・流通ハード

ウェアおよび運用システム技術は、生産性、

効率化、高品質化という量と質の拡大を評価

基準として発展完成されてきた。今日、農に

関連する学術分野は、人口問題、食糧問題、

地球環境問題、エネルギー問題、循環型社会

構築等、現代の危機的諸相を反映した人類生

存に致命的な大問題に対峙し克服を担う一方

の学術的中核としての使命が明確となったが、

それらは自然環境保全・修復、生物多様性の

確保、自然との持続的共生、食の安全と安心、

資源循環型地域社会、人間性回復の場、など
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多様な命題を内包するものであり、これらに

対応して新たな評価手法が望まれている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、主要な農作業プロセスが耕地

環境に及ぼす影響を定量的に評価するための

方法論構築を行う。従来の手法の限界は、個

別ほ場内の時間的にも空間的にも極めて限定

的なサンプル数の属性値によって、評価を実

施しようとしてきたため、ほ場全体・経営全

体における耕地環境影響の評価には決定的に

情報が不足していた。これに対して、本研究

では広域でかつ多様な情報を大規模かつ低コ

ストで収集できる技術の開発を行う。 

 
３．研究の方法 
（１）ハイパースペクトルイメージング技術

を航空および地上携帯型において実現する。 

（２）試験サイト 

個別課題を実施するサイトは下記のように、

原則的に研究分担者が所属する機関の附属農

場とする。 

①東京農工大学附属農場、②茨城大学附属農

場、③東京大学附属農場、④宇都宮大学附属

農場、⑤九州大学附属農場、⑥神戸大学附属

農場、⑦筑波大学附属農場 
 
４．研究成果 
（１）センシング技術 

①航空撮影ハイパースペクトル技術による

里山生態系の時空間ダイナミクスの推定：

農工大付属演習林（ＦＭ多摩丘陵）におい

て、ハイパースペクトル画像からＢマトリ

ックスＰＬＳ法によりコナラ収量の時空間

ダイナミクス推定とモデル構築を行った。同

時に、ＣＭＬシミュレーション結果との比較

を空間自己相関（Moran’s I）により行い、

その妥当性を検証した。 

②携帯型ハイパースペクトルイメージングシ

ステムの構築 

 市販のハイパースペクトルカメラ

ImspecterV10 と用いて、携帯型ハイパースペ

クトルイメージングシステムを構築した。こ

れにより、簡易にかつ様々なサイトにおいて

ハイパースペクトル画像の取得が可能となっ

た。 

③携帯型ハイパースペクトルイメージングの

ケーススタディー 

 上記で開発した携帯型ＨＳイメージング技

術を利用し多様な対象への応用を示した。 

 茨城大学附属農場ではカバークロップおよ

び保全農法における経年実証ほ場において，

ハイパー景観イメージにより炭素固定量など

を空間レベルにおいての把握可能性を調べた．

さらに，USB タイプのハイパーイメージ解析

手法の開発にも取り組んだ． 

 九州大学（岡安、中司）においては，ハイ

パーイメージングによる水田を中心とした景

観イメージングを行うために開発したシステ

ムの実証試験を行い，フィールドサーバによ

る水田を中心とした景観イメージングシステ

ムを構築した． 

 神戸大学（伊藤）では，携帯型ハイパース

ペクトルイメージング技術を用いて、野菜中

の硝酸濃度の精密な空間分布パターンの測定

技術を開発し、特許出願を行った。 

 弘前大学では，りんごの打撲傷のハイパー

イメージングによろう早期検出技術の開発を

実施した． 

 東京農工大学では，有機栽培の野菜のハイ

パーイメージングによる品質評価法を開発し

た。 

 筑波大学では，自律走行の農業車両システ

ムにハイパーカメラを搭載し、自律センシン

グシステムを開発した。 

 北海道大学ではＧＵＩベースの各種解析

ツールを各研究チームとの双方向的協働に

よって開発した． 

 宇都宮大学では，地域計画の食と農に関す

る地域連携プロジェクトを継続推進するとと

もに、再生可能エネルギーの地域社会導入計

画モデルを構築し、ソーシャルパッケージの

課題を達成した。 

 東京大学では，農産物洗浄過程における光

センシングへのハイパーイメージ導入の可能

性を高精度分光分析器により明らかにした． 

  

 東京農工大学とカリフォルニア大学デー

ビス校の協定に基づく共同教育研究プログ

ラムを利用し、カリフォルニア大学デービス

校に博士課程の学生を３ヶ月派遣しハイパ

ースペクトルイメージングの空間解析に関

する共同研究を実施した。最終成果報告会を

２００９年２月１４日（東京農工大学）にて

実施し、研究成果の討議と取りまとめを行っ

た。 
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